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研究成果の概要（和文）： 共同森林経営（JFM）は、1990 年代から世界に広まった住民参加型

の森林管理手法の一つである。本研究では、インド、ネパールにおいてその実態を明らかにし

た。確かに森林率の上昇など、JFM は量的・面的な成果をあげている。しかし、住民の多様性、

成果至上主義のため森林経営自体が手段化するなど、広範な地域でのガバナンスの可能性が減

退している。特に、国立公園など管理の行き届いた森林とそれ以外の対照は顕著である。 

 

研究成果の概要（英文）： Joint Forest Management (JFM), is one of the Community-based 
forest management program which has spread across the world since the 1990’s. In this 
study, we attempted to clarify the actual situation of JFMs in India and Nepal. Actually, 
we can quantitatively observe the success of the JFM program as exemplified by the rapid 
growth rate of forest. We can observe some of successful cases of JFMs in village level, 
but also we have to recognize that the possibility of regional governance have been 
declining in the region outside of the forest. In particular, there is the striking 
contrast between the well-managed forest such as National Parks and the others. 
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１．研究開始当初の背景 
 
(1) 1980 年代後半、森林管理の目的は、利活
用から保全へと大きく変わった。その背景
には深刻な環境問題や海外援助の方向性の
変化などがあった。それらは参加型森林管
理と呼ばれ、世界各地からの報告が相次い
だ。 

(2) JFM に関する研究は、JFM をコモンズ研
究の一環として検討する理論志向の研究と、
JFM 事業の成否に関する研究、環境史研究
などに大別できる。 

 
(3) いずれの研究も「森林」研究の域にとど
まっており、森林を含む「地域」の多様性
を踏まえた研究となっていない。 
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(4) 地理学においては、政策検討に資する
「新しい地誌」へ動きがあり、日本におけ
る「総合地誌」研究を標榜した海外研究の
蓄積は、そうした動向の中に位置づけ再評
価することが可能である。 

 
２．研究の目的 

本研究では、南アジアを対象として、JFM
の展開とそれに伴う土地利用上のコンフリ
クト（とその調整）という観点から、詳細な
フィールド調査に基づいて、「地域」ガバナ
ンスの構造的可能性について検討すること
を目的とする。その際、「対象としての「地
域」、分析枠組みとしての「地域」」という地
誌的な方法論を再考し、地理学的な社会貢献
について新たな知見を得たい。 
 
３．研究の方法 
(1) 研究対象地域：インド及びネパールから、
国立公園およびその周辺を選定した（南イ
ンド（Nagarahole）、北インド（Alwar）、ネ
パール（Langrang、Shivapuri））。 

(2) 理論的枠組み：対象としての「地域」と
いう観点から、マクロ、メソ、ミクロのス
ケール毎に生じる問題を整理し、その分析
手法を検討する。 

(3) 個別集落における実態調査：アンケート
調査、アクター（森林官や NGO 関係者など）
へのヒアリング、測量など。 

 
４．研究成果 
 今回の研究では、各地における国立公園の
成立とその周辺部の実態調査を主とした。そ
の成果は、以下のとおりである。 
 
(1) 森林減退地域の成立過程（Nagarahole 国
立公園（カルナータカ州南部））： 1950 年
代の地形図および 19 世紀末の地誌資料か
ら当時の森林の範囲を確認し、その範囲と
現状とを比較し、その間の森林減退地域を
確定した。同地域内の集落（約 50 ヶ村）を
対象として、開村以降の歴史（古老を中心
とした生活史インタビュー）について調査
した。その結果、住民による自発的開墾と
州政府による社会政策の結果として森林減
退が生じたことが明らかになった。集落の
中には、州外からの転入者も多い。隣州の
タミル・ナードゥから移住した者は、ター
メリック市場の動向を見極め、良好な農地
を求めて移住していた。 

 
(2) 理論的枠組み：対象としての「地域」と
いう観点から、マクロ、メソ、ミクロとい
う異なるスケールからなる地域を想定した
場合、村民、行政官、木材業者、NGO など
各種のアクターがどのスケールで行動し、

その行動がどのスケールで影響を及ぼすの
かといった点を把握できる理論的な枠組み
を構築することができた。こうした枠組み
は、地域の総体を総合的に把握する枠組み
としての「地誌学」の可能性を広げる者で
あり、このことは地理学だけではなく、複
合的な課題に取り組まざるを得ない諸学に
とっても有益であろう。 

 
(3) ネパールの事例：ネパールの調査では、
国立公園の「内部」にコミュニティフォレ
ストが存在しており、その運営は森林局と
の関係によって異なる。ただし、土砂崩れ、
住民の参加が少ないこと、意識の低さ（違
法な伐採、ゴミ捨て）など、共通した課題
がみられる。当局や補助金との兼ね合いも
あって、直接的な見返りのないプログラム
には住民の参加度が低い。意識向上のため
の啓発プログラムが実施されているがどの
程度まで浸透するのかについては疑問が残
る。Syabru VDC（Langtang 国立公園）では、
プログラムではなく、寺院建設という集落
活動の中で結果的に啓発されていく、とい
う成果がみられた。 

 
(4) インドの事例：南インド（Nagarahole）、
北インド（Alwar）で現地調査を行った。両
者に共通することは、森林の減退していっ
た地域に暮らす住民が決して森林との関係
の深い者や森林に関心を示す者とは限らず、
あくまでも土地を求めて来た住民であると
いうことである。さらに、その動機は住宅
建設や観光目的などから半乾燥地にあって
は水を得やすい（地下水位など）などに至
るまで多種多様である。そうした地域には、
言語すらも共有しない雑多な住民が暮らし
ており、仮に森林局が事業を実施しようと
しても、その選択は恣意的であると他の集
落から見なされる場合が多い。そのため、
森林局と住民に加えて、住民同士といった
コンフリクトが伏在しており、結果的には、
広大な森林を包含する地域的なガバナンス
の確立が困難になっている。そのため、国
立公園においてはより厳密なルール化が進
み、周辺部との管理上・経営上の落差は大
きくなる一方である。 

 
(5) 森林をめぐるコンフリクト：Nagarahole
国立公園は、ゾウやトラの保護区として有
名である。1999 年にはプロジェクト・タイ
ガーの実施区域と整備され、野生動物保護
区としての「純化」が本格化した。1983 年
に国立公園に指定される前後から、森林内
に居住する指定部族（ST）を社会福祉政策
の一環として森林の外に土地と家屋を与え
て移住政策（Re-habilitation policies）
を採ってきた。この政策は引き続き実施さ



れ、居住域は森林により近いところに設け
られるようになってきた。このことは指定
部族が森林と共生してきたということを念
頭に置いてのことであるが、実際には、指
定部族はプランテーションに働きに行くな
どして森林との関係は希薄になりつつある。
また、彼らの居住区を設置するために、森
林局は森林周辺のバッファーゾーンを利用
している。このことは森林とその周辺（居
住区、農地など）との境界を明確にするこ
とになり、結果的に、野生動物と人間との
コンフリクト（Human and Wildlife 
Conflict: HWC）が増加することになった 

 
(6) 共同研究：本研究では、研究チームの編
成について特に注意した。つまり、現地の
共同研究者を調査チームのチーフとなって
もらい、大学院生や地元の研究者などを調
査チームとして編成して、共通の理論的枠
組みの中で調査を実施してもらった。こう
した過程を通じて、研究者同士のディスカ
ッションが円滑になり、若手の研究者に対
しては、国際共同研究の中で自らの調査を
位置づけることが可能となるなど、教育的
効果も得られた。本研究では、積極的に海
外の学会やシンポジウムにおいて成果を報
告するとともに、インドではシンポジウム
を開催した。本研究が単に日本人研究者に
よる研究に終わらず、現地の研究者のネッ
トワーク拡充や現地研究者同士の交流の場
の構築に貢献することができた。 

 
(7) 今後の展望：本研究の成果として、国立
公園とはいったい何を守っているのかとい
う課題に到達することできた。すなわち、
国立公園は、1980 年代から世界各地で環境
保全のために活発に設置されてきた。しか
しながら、環境や野生動物の「城塞」と揶
揄される国立公園と、無計画に放置された
周辺部との対比は顕著である。国立公園の
是非を問うという形ではなく、国立公園を
含む広範な「地域」において新たなガバナ
ンスをいかにして構築するのかという課題
を確認することができた。 
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